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7
月
27
日
か
ら
28
日
に
新
潟
県
上
越
市

と
柏
崎
市
を
行
政
視
察
し
ま
し
た
。

上
越
市
で
は
、
一
回
目
の
質
問
答
弁
は
、

一
括
質
問
・
一
括
答
弁
で
二
回
目
以
降
は

質
問
席
か
ら
一
問
一
答
式
を
選
択
で
き
ま

す
。
議
員
の
質
問
時
間
は
、
30
分
以
内
で

（
答
弁
の
時
間
は
含
ま
な
い
）
質
問
席
を

設
置
し
て
い
ま
す
。
ま
た
質
問
は
追
求
型

か
ら
提
案
型
へ
転
換
し
て
き
て
い
ま
す
。

議
会
中
継
は
、
昭
和
63
年
か
ら
テ
レ
ビ

中
継
を
、
平
成
18
年
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
中
継
を
開
始
し
ま
し
た
。

議
会
活
性
化
で
は
、
報
告
会
を
年
2
回

と
議
会
ポ
ス
ト
を
設
置
し
、
現
在
議
会
基

本
条
例
の
制
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

柏
崎
市
で
も
ほ
ぼ
内
容
は
同
様
で
し
た

が
、
始
め
か
ら
質
問
席
で
行
っ
て
い
ま
す
。

活
性
化
で
は
、
議
員
定
数
を
4
人
減
の

26
人
と
し
、
今
後
は
議
会
費
削
減
に
着
手

す
る
と
の
こ
と
で
す
。

本
市
も
議
会
改
革
の
一
環
と
し
て
、
一

般
質
問
の
方
法
に
つ
い
て
検
証
中
で
あ
り

大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
22
年
8
月
2
日
か
ら
4
日
の
日
程

で
、
北
海
道
苫
小
牧
市
・
滝
川
市
・
千
歳

市
を
視
察
研
修
し
ま
し
た
。

苫
小
牧
市
で
は
、
平
成
20
年
5
月
14
日

に
4
回
の
準
備
会
を
経
て
、
地
域
自
立
支

援
協
議
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
障
が
い

者
の
就
労
関
係
に
つ
い
て
は
就
労
部
会
を

中
心
に
行
っ
て
お
り
、
活
動
内
容
は
部
会

の
開
催
、
就
労
相
談
事
業
、
障
が
い
者
の

働
く
場
を
多
く
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、

小
冊
子
「
絆
」
の
作
成
、
在
宅
障
が
い
者

就
労
支
援
（
起
業
）
へ
の
取
り
組
み
等
で

す
。
ま
た
市
で
は
、
平
成
20
年
度
か
ら
庁

内
向
け
受
注
促
進
事
業
と
し
て
、
授
産
施

設
等
福
祉
施
設
に
対
す
る
物
品
購
入
や
、

役
務
提
供
の
発
注
等
の
配
慮
を
各
課
に
呼

び
か
け
、
平
成
22
年
度
6
月
時
点
で
物
品

購
入
や
印
刷
製
本
、
Ｄ
Ｍ
封
入
作
業
等
約

1
5
0
万
円
を
発
注
し
て
い
ま
す
。

本
市
で
は
、
6
月
か
ら
障
が
い
者
就
労

支
援
セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ
た
と
こ
ろ
で

す
が
、
大
変
参
考
に
な
る
視
察
で
し
た
。

8
月
3
日
か
ら
5
日
に
北
海
道
釧
路
市

・
弟
子
屈
町
・
網
走
市
を
視
察
し
ま
し
た
。

釧
路
市
は
、
財
源
不
足
を
補
う
た
め
に
改

革
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
4
年
間
で
44
億
４

0
0
0
万
円
の
削
減
を
図
り
ま
し
た
。
無

駄
を
無
く
し
た
行
政
改
革
は
重
要
で
あ
り

行
政
視
察
報
告�

行
政
視
察
報
告�

行
政
視
察
研
修

行
政
視
察
研
修�
行
政
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行
政
視
察
は
、様
々
な
取
組
み
を
行
う
先
進
地
例
を

学
び
、今
後
の
本
市
に
生
か
す
た
め
に
行
う
も
の
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
視
察
が
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
て
い
く

か
、ど
う
ぞ
ご
期
待
下
さ
い
。�

（
二
会
派
）�

議会の活性化を進める柏崎市

障がい者就労支援が進む苫小牧市



平
成
22
年
8
月
3
日
か
ら
5
日
ま
で
の

日
程
に
て
、
山
形
県
上
山
市
・
山
形
市
・

南
陽
市
を
視
察
研
修
し
ま
し
た
。

上
山
市
の
学
校
給
食
は
、
セ
ン
タ
ー
方

式
と
自
校
方
式
で
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、

老
朽
化
の
た
め
「
学
校
給
食
衛
生
管
理
基

準
」
に
適
合
し
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

民
間
の
活
力
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
考
え
か
ら
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
を
導
入
し
、

完
全
給
食
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

山
形
市
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構
想
は
、

Ｊ
Ｒ
山
形
駅
を
起
点
と
す
る
重
点
整
備
地

区
を
定
め
、
高
齢
者
・
障
が
い
者
・
妊
婦

等
あ
ら
ゆ
る
人
が
円
滑
に
移
動
で
き
る
こ

と
を
目
的
に
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

の
理
念
に
基
づ
く
街
づ
く
り
、
市
民
・
事

業
者
・
行
政
が
一
体
に
な
っ
た
街
づ
く
り

の
実
現
を
目
標
と
し
て
い
ま
し
た
。

南
陽
市
合
同
総
合
防
災
訓
練
を
機
に
、

自
主
防
災
組
織
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
が
、

組
織
率
が
低
い
こ
と
か
ら
地
域
防
災
士
育

成
事
業
を
取
り
入
れ
て
い
ま
し
た
。

平
成
22
年
8
月
3
日
か
ら
5
日
の
日
程

で
、
石
川
県
白
山
市
・
福
井
県
勝
山
市
と

福
井
市
を
視
察
研
修
し
ま
し
た
。

白
山
市
の
市
立
蕪
城
小
学
校
は
地
元
産

木
材
を
使
用
し
南
北
二
面
採
光
、
階
段
利

用
の
集
会
・
憩
い
や
読
書
が
出
来
る
メ
デ

ィ
ア
ホ
ー
ル
、
太
陽
光
や
風
力
発
電
、
夜

間
電
力
を
利
用
し
た
蓄
熱
式
電
気
暖
房
を

教
室
に
配
備
す
る
な
ど
、
本
市
の
新
築
校

舎
も
こ
う
し
た
視
点
を
取
り
入
れ
た
設
計

が
必
要
と
感
じ
ま
し
た
。

勝
山
市
は
「
世
界
で
最
も
ク
リ
ー
ン
な

ま
ち
9
位
」
を
掲
げ
、
街
を
き
れ
い
に
す

る
運
動
か
ら
遺
産
発
掘
や
田
舎
暮
し
体
験

ま
で
発
展
し
て
い
ま
す
。
本
市
で
も
今
後

地
域
活
動
を
強
力
に
推
進
し
た
い
。

福
井
市
の
子
育
て
支
援
策
は
、
産
婦
人

科
が
市
内
17
院
、
幼
稚
園
・
保
育
園
の
数

も
多
く
、
特
に
長
時
間
・
夜
間
、
病
後
児

・
病
後
保
育
な
ど
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
が
充

実
し
出
生
率
も
1
・
6
と
高
く
、
本
市
も

更
な
る
幼
保
教
育
へ
取
組
み
と
充
実
を
目

指
し
た
い
と
感
じ
た
視
察
で
し
た
。

議
会
活
動
に
活
か
し
て
行
き
た
い
。

弟
子
屈
町
で
は
、
観
光
客
の
車
両
乗
り

入
れ
の
た
め
摩
周
湖
周
辺
の
環
境
が
悪
化

し
た
た
め
、
乗
り
入
れ
規
制
等
を
図
り
、

「
オ
ゾ
ン
障
害
に
よ
る
森
林
衰
退
」
誘
因

の
調
査
を
実
施
し
、
次
世
代
に
継
承
で
き

る
よ
う
環
境
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

本
市
に
お
い
て
も
環
境
問
題
は
大
変
重

要
と
考
え
ま
す
。

網
走
市
で
は
、
ブ
ラ
ン
ド
の
深
海
魚「
キ

ン
キ
」
を
は
じ
め
、
地
場
産
品
利
用
に
よ

る
各
種
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
取
り
組
み
成
果

を
上
げ
て
い
ま
す
。
観
光
客
誘
致
に
も
国

内
は
も
ち
ろ
ん
、
中
国
や
台
湾
等
に
も
積

極
的
に
Ｐ
Ｒ
を
し
、
集
客
に
努
め
て
い
ま

す
。本

市
に
お
い
て
も
、
観
光
客
誘
致
は
大

変
重
要
で
あ
り
参
考
と
な
り
ま
し
た
。
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行政改革で無駄を無くした釧路市

工夫いっぱいの蕪城小学校メディアホール

地域防災士育成事業を取り入れた南陽市


